
福島県
福島県言語聴覚士会では、2021年11月14日(日)に福島民報新聞へ

「話す、聞く、食べるリハビリテーションのスペシャリスト」と題して、

言語聴覚士を県民の皆さんに知っていただく為に、新聞1面広告を企画し実施いたしました。

一昨年から続く新型コロナウイルス感染拡大の収束が見えず、今年もイベント開催が難しい状況が

続いておりましたが、「お家時間が長く続くコロナ禍の今だから、新聞広告を出して、

ゆっくりと県民皆さんにみていただき、言語聴覚士を知ってもらうのはどうだろう？」という

阿久津会長のアイディアによって、今回の取り組みに至りました。

企画にあたっては、県士会広報部や役員を中心に話し合いを行い、言語聴覚士を全く知らない方にも

わかりやすい記事構成案を立案いたしました。

今回掲載に協力いただいた福島民報社は福島県に根ざした地元の新聞社です。

我々から新聞社へ企画を持ち込みましたが、掲載形式、掲載内容については新聞社から様々提案をいただき、
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県民の方に興味を持っていただく形に企画案が作成されました。

新聞広告というと、一般的な広告のイメージだけしかなかったのですが、

新聞社から“広告は記事形式を取り入れることで、多くの情報を伝えることができる”とご提案をいただき、

完成したのがこの掲載内容です。

会　　長　　阿久津由紀子

先行き不透明なコロナ禍の現在、不安で窮屈な毎日を送っていらっしゃる方が多いと思います。

掲載後、県民の方から反響のお葉書をいただいたり、関連団体の方からも声をかけていただいたり、

患者さんや家族の方からの反応もいただいたり、1面広告の反響はとてもおおきなものでした。

今回、福島県言語聴覚士会では、「今だからこそできることはないか」という前向きな気持ちで

イベントを企画し、取り組ませていただきました。

今後も、言語聴覚士会を必要とする方へ、必要な手が届くよう、啓発活動に励んでまいります。

「2021年度言語聴覚の日　開催報告」

副会長/事務局　志和智美
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